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大学でなにを学んだか

（就職採用試験想定問答例：平成15年度就職活動用）
　エントリーシート・筆記試験・面接試験などにおいては、さまざまな質問に的確で簡潔に回答することが求められる。とりわけ、志望動機（わが社をなぜ選んだか、何をしたいか、何ができるか）については、相手の企業研究を十分におこなったうえで、各人が十分な答えを用意しておいて答えるべきものである。

　いっぽう、面接官が履歴書を見て、「君は経営情報学部だね。経営情報学の何を学んだの？」などということもよくあることであるが、これも事前に準備しないで答えることは意外に難しい。ここでは以下に、「あなたは大学でなにを学んだか」について、回答案を掲げてみた。
　実際には、面接（口頭）か筆記かの違いや、前後の文脈によって、その回答方法はさまざまであるから、質問の内容をよく把握したうえで当意即妙に答えればよいが、これらのことを念頭においておくことも参考になることであろう。よしんば質問されないまでも、これだけの答えを用意して臨めば安心に思えるはずである。

　正しく精密に回答しようとしたり、前提や言い訳のようなことにこだわる必要はない。明るく元気な印象を与えることは、正確な回答をおこなうより大切である。試されているのは、知識や技量よりも、あなたの人間性そのものだということを心得ておきたい。
１．東京情報大学とはどんな大学ですか？
①東京情報大学は、21世紀の高度情報化社会に対応する人材育成をめざして、いまから15年前（1988年）に、学校法人東京農業大学によって設立された、情報学専門大学です。
②経営情報学部のもとに、情報学科、経営学科、情報文化学科があり、ほかに大学院修士課程・博士課程があります。
③学生数は、現在約2600名、教職員数約100名。所在地は千葉県千葉市若葉区谷当町1200‐2。現在の学長は松田藤四郎（まつだとうしろう）博士です。（現在の3年生以下では、総合情報学部のもとに。経営情報学科、情報システム学科、環境情報学科、情報文化学科があります）
２．経営情報学部とはどんな学部なのですか？
①経営情報学部は、人間社会の根幹である経済活動と情報の密接な関係性を基軸として、ビジネス・情報システム・情報メディアなどを幅広く研究している学部です。
②最新の情報技術・情報メディアを駆使して、企業経営に限らず、はばひろい社会的マネージメントの最適化を図ることが経営情報学の目標です。
③一般的には社会科学系、すなわち文系とされますが、本学の経営情報学部は、文系と理系の垣根を超えた学際的分野であると標榜しており、ハードウェアからソフトウェアまで、IT技術から国際問題まで、幅広く研究しています。
３．情報文化学科というのは何を勉強するのですか？卒業するとどんな仕事をするのですか？
①情報メディアが、人間社会や文化というものに、どんな影響を及ぼしているかを研究し、情報メディアをどのように活用すれば、人々の幸福が達成できるのかについて考えていくのが情報文化学です。
②国際関係、マスメディア、マルチメディア、映像コミュニケーションなどのカリキュラムコースが設けられており、これらを複合的に勉強することで、「情報に強くて懐の深い教養人」となることができます。
③メディアで自分のアイデアを表現し、新しい情報文化を創造できる人材の育成を目指しています。
④卒業生の進んだ業種はサービス業、流通業、出版・編集・映像系など、職種は営業、SE、デザイナー、ディレクターなど多様です。マルチメディア表現技術に秀でたメディアクリエーターや、社会と経営体のコーディネーターとして、社会の多方面で活躍しています。
４．あなたはどんな勉強をしてきたのですか？どんなことを熱心にやりましたか？そこで何を学びましたか？
①私は、情報文化学科で、情報メディアを読み解く能力や、メディアを通じて自己表現できる能力、すなわちメディアリテラシーの能力を高めるための勉強を一生懸命にやりました。
②私の所属した伊藤ゼミでは、メディアリテラシーというものを体験を通じて学ぶために、映像作品を実践的に制作するということを大きな柱としています。ゼミの全体作品として1時間のビデオドラマを制作したほか、私個人でも短編を幾つか作り、発表してきました。
③映像作品の制作活動を実践することによって、プロジェクトの実現のための計画性と実行力の大切さ、リーダーシップと協調性の大切さなどが勉強できました。
④このほかに、卒業論文研究として、映像メディアの社会的影響力について分析研究するということをやっております。
＊自分の作品についてのプレゼンテーション（作品一覧や入賞成果など）ができるようにしておくこと（別添資料も提出して）。
＊作品制作の課程で学んだこと、合宿で同じ釜の飯を喰った楽しさ、仲間の大切さとありがたさ、人間としての信頼性の大切さなどについて学んだこと、与えられた仕事をきちんとやり遂げることの責任、報告連絡相談などのコミュニケーションの大切さ、などについて学んだことを的確・簡潔に言えるようにしておくこと。
＊その他、印象に残っている授業の概要、課外活動団体における体験など、簡潔に言えるようにしておくこと
＊自分の卒論テーマについて簡潔に言えるようにしておくこと。
５．あなたはどんな人物なのですか？当社（ここでは映像制作会社とする）では何ができますか？
①私は学生ながらに映像番組制作の実地経験を多数重ね、ただ撮影・編集技術を習得しただけでなく、ひとつのプロジェクトを企画し、仲間と力をあわせて完成までやり遂げる苦しさと楽しさというものを学びました。計画性と実行力、リーダーシップとチームワークの大切さというものを十分に体得しているつもりです。
②私は本を読んだり調べものをしたりすることが大好きで、美しいものや面白いものに敏感です。体力・気力には100パーセントの自信があり、いつも明るく元気一杯です。そして、いつもたくさんのアイデアを持っています。私は寝ても醒めても映像のことを考えています。御社にご採用いただけた暁には、精魂をこめて働かせていただきたいと思っております。
③私は、人々や社会が幸福になるために、映像メディアにはなにができるのか、ということについて、いろんなアプローチでチャレンジしてみたいと思っています。
④映像メディアの特性には、あたらしい知識を楽しく容易に得られるというだけでなく、強い動機づけ＝モティベーションが働くということがあると思います。映像を提供する人間は、映像メディアが良くも悪くも持っている、そのような特性をよく理解した上で、自分が発信している情報とは何なのかについて、つねに考えていく姿勢が大事だと思います。映像メディアが、単なる娯楽というものの枠をこえて、人々の知性や教養を深めたり、社会的正義とか公共性について考えてもらえることに、少しでも役立つものであって欲しいと願っています。
⑤私が御社でやらせて頂きたいと考えますことは、すなわち、人間性や公共性を大切にする姿勢にたちながら、面白くて役にたつ有意義な情報を社会に発信していきたいということです。
６．そのほか
・当該の会社の内容についてよく研究していく。当該の会社が手がけた番組で素晴らしい作品例などがあれば、具体的に褒めたりする。（まちがってライバル会社の作品や、失敗作とされているものを褒めたりしない）
・「なにか質問はありませんか？」と聞かれることがあるが、このとき「特になにもありません」というだけでは気がきかない。「御社のなかで、特に成功した作品としてはどのようなものがありますか」「機材は自社所有ですか、レンタルやリースですか？」「ロケーションは海外もありますか？」などなど、やる気を感じさせる、しかしあまり刺激的ではない質問を幾つか用意しておくこと。当然、質問の頭には「東京情報大学の○○と申します。」と名乗り大きな声で聴く。大人数で受験していても気後れすることなく、積極的な印象を売り込む。

・新聞の社会面について目を通し、的確で簡潔なコメントを考えておく。とくに当日の朝刊に目を通し、社会用語を理解していく。最近(2003年4月8日)の言葉では、「ＳＡＲＳ」「衝撃と恐怖」「統一地方選挙」「偵察衛星」「松井・イチロー」など。朝のニュース解説番組（特ダネなど）の真面目な部分を観ていくのもよい。
好きな作品や監督、最近観た作品について的確で簡潔なコメントを考えておく。テレビや映画だけでなく、図書や演劇、美術についても語れるようにしておく。
・自分のこれまでの人き方、家庭や生活、体験（勉強・クラブ活動・地域活動・ボランティア・旅行・趣味など）について、人が聞いて面白いと思えるような小ネタをたくさん用意しておく。
・「聞かれたことに的確簡潔に即答できるか」「一緒に仕事をしてて楽しくて頼りになる奴か」ということがポイントとなる。内容よりも雰囲気である。細部にこだわったり、言い訳がましいこと、政治臭さや宗教臭さが感じられることは駄目である。自信をもって堂々とした態度で臨もう。何度も失敗して落とされて、開きなおった時に道は開けるのである。
